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工事名称

図面名称

配

管

洗

浄

保

１ 洗 法浄 方

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

露 出

ｲ ﾝ ﾍﾟ ｲ

ﾋﾟ ﾄ

ﾀﾞ ｸ ﾄ 露 出

内

製 缶 物 類

埋 設 管

黒 鋼 管

露 出 保 温 な し

Ａ Ｄ Ｆ 塗 装

ＲＷﾌﾞﾗｹｯﾄ１号（５０MM）鉄板、塗装仕上げ

ｼﾞｭｰﾄﾃｰﾌﾟ巻

ｻﾋﾞ止め２回

ｱﾙﾐﾆｳﾑ､ﾍﾟｲﾝﾄ仕上げ

調合ﾍﾟｲﾝﾄ仕上げ（目止めも含む）

ﾀﾞ ｸ ﾄ ｲ ﾝ ﾍﾟ ｲ

ﾂ

配

管

検

査

１

２

水 圧 検 査 給水管

満 水 検 査 排水管

３ 水 れ 検 査

※全箇所実施すること。

* そ の 他

ﾀﾞ ｸ ﾄ ｲ ﾝ ﾍﾟ ｲＫ セラカバー２０mm亀甲ﾗｽ巻

ＧＷ板２５mm亀甲ﾗｽ巻

ＧＷ板５０mm木枠、鉄板、塗装仕上げ

ＧＷ－２５mmｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ､防水麻布

ＧＷ－２５mm亀甲ﾗｽ巻

ＧＷ－２５mm原紙、綿ﾃ-ﾌﾟ､塗装仕上げ

温

防

露

工

事

一

覧

有する物理的洗浄工法により、配管の洗浄を行う

配管完成後にＰ．Ｃﾕﾆｯﾄ工法又は同等の洗浄効果を

配管洗浄後に水道法第４条第１項第１号第４号第５号

第６号及び残留塩素について水質検査を行う

ﾒ

ｶ

ﾘ

ｽ

機 器 名 製　　造　　業　　者　　名

換気扇

衛生陶器

湯沸器

ﾄ

ﾈｼﾞ部分にはｻﾋﾞ止めを塗る

排水管管径決定は排水負荷単位により決定。

給水管凍結防止のため保温材を巻き付ける。

品

)

同

等

以

上

（

漏 排水管

2、有効な吐水口空間を確保すること。

3、給水管の衝撃防止のため流速を2.0ｍ/ｓ以下にし必要な措置を講じること。

4、排水トラップの構造は昭和50建告1597号第2第三号の規定に適合すること。

5、通気管の構造は昭和50建告1597号第2第五号の規定に適合すること。

その他

1、建築設備の構造は平12建告第1388号に適合すること。

6、給水管、排水管の管径は器具負荷単位法または同時使用率等考慮し算定すること。

7、給湯器は、告示第1447号により、地震に対して安全上支障の無い構造とすること。

三菱

TOTO

日立

LIXIL

パロマ

東芝キャリア

リンナイノーリツ

機 械 設 備 特 記 仕 様 書 （ １ ）

し

図内機器表に依る

ｶﾞｽ供給者の責任施工とする

   

給

水

設

備

２

３

４

量 水 器

同 上 匡

管 材

１ 方 式

  

●貸与品○買い取り

●水道事業者指定品

特記仕様書－２管材表参照

５

６

７

８

９

弁

高 槽架 水

受 水 槽

防 露

図内機器表に依る

○合成樹脂製　○鋼板製　　（有効　　　Ｍ）

　

○合成樹脂製　○鋼板製　○地下水槽（有効　　　Ｍ）

ＪＩＳ（○５kg/cm ●１０kg/cm）水道事業者指定品

保温防露工事一覧(●Ａ●Ｂ●Ｃ)

そ の 他

機 器

類

類

排

水

設

備

１ 方 式

２ 管 材 特記仕様書－２管材表参照

３ 排 水 桝 （蓋）

４ 防 露

そ の 他 ○ﾄﾞﾙｺﾞ通気弁用点検口（建築工事）

５

６

通 気

排水接続負担金が有る場合は設備工事に含む事。

エアコンドレン竪管及び最下階横引き管は排水工事とする。

こう配（最小）管径(mm)

管径は器具排水負荷単位法により算定する。

衛

生

設

備

１

２

３

４

・陶 器 同 附 属 品

陶 器 色

小便器用洗浄管

ﾊﾞｷｭｰﾑﾌﾞﾚｰｶ

○無色　●指定色（　　　　）

備

衛生器具表に依る

火

設

備

給

湯

設

備

ｶﾞ

ｽ
設

備

６

７

１

１

２

３

消 火 器

ｽ ﾌﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾗ ｰ

方 式

種 類

管 材

ｶﾞ ｽ ﾒ ｰ ﾀ ｰ

そ５ の 他

４ 施 工

建築設計図に依る

１

２

３

４

５

型 式

材 質

排 水 方 法

蓋

水 ﾎﾟ ﾝ ﾌﾟ汚 図内機器表に依る○鋳鉄製○角○丸

機 器

管 材

伸 手縮 継

保 温

○ﾍﾞﾛｰｽﾞ（○ﾀﾞﾌﾞﾙ○ｼﾝｸﾞﾙ）

そ の 他

２

３

４

５

６

７

熱 源

機器表に依る

特記仕様書－２管材表参照

特記仕様書－２管材表参照

尿
浄
化
設

１ 方 式

２

３

４

５

消 火 ﾎﾟ ﾝ ﾌﾟ

管 材

防 露

消

７ 配 径 器具排水負荷単位法口管

流速２ｍ/ｓとし、ウォーターハンマー防止対策とする。

○ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ －Ｂ○通気外壁より1.5m－Ｂ

加入金は、設備工事とする。

〇ｶﾞｽ引き込みの本管接続及び舗装復旧工事は設備工事

〇FFﾎﾞｲﾗｰﾄｯﾌﾟは可燃物(塩ﾋﾞ管含む)から600以上離すこと

○取り付ける　●取り付けない

10

1/50以上65以下

75・100 屋内1/100以上、屋外2/100以上

125

150

200

1/150以上

1/200以上

1/200以上

連結送水管設備

○屋内汚水雑排水は集合管配管方式とする。

○給湯ﾎﾞｲﾗｰ○ｽﾄﾚｰｼﾞﾀﾝｸ●瞬間湯沸器○電気温水器

●貸与品○買い取り

●ｶﾞｽ湯沸器：強化ｶﾞｽﾎｰｽ接続　○厨房：ﾈｼﾞ式

●告示第１０９９号に基ずき施工する

○ﾊﾞｯｷ式○酸化式●合併式

○ｺﾝｸﾘｰﾄ式●ＦＲＰ製

○自然流下●ﾎﾟﾝﾌﾟｱｯﾌﾟ

○ＭＨＡ●ＭＨＢ○ﾒｰｶｰ所定品

●自然流下〇浄化槽処理〇ﾎﾟﾝﾌﾟｱｯﾌﾟ方式

●居室を通る排水立て管には、遮音耐火二層管を使用する事。

●ガス(●都市ガス〇ＬＰガス)○電気○灯油

●都市ｶﾞｽ　〇液化石油ｶﾞｽ

○ｺﾝｸﾘｰﾄ製●塩ビ製○鋳鉄製○角●丸

●伸長通気方式　○ループ通気方式　○ドルゴ通気方式

○露出型双口送水口○放水用具格納庫+差込式放水口○テスト弁

○SUS管(STPG Sch40)　〇VLGP管

○埋込○露出

（該当する設備は●印のものとする）

 １　工事名称

 ２　工事場所

 ３　工　　期

 ４　工事規模

年　 月　 日 - 　　年　 月　 日

区分 設　　　備　　　名 新設 摘　　　　要

構　　　　造

建築図に拠る

階 数 延面積（㎡）建物名（棟別）

１ 式

１ 式

１ 式

 ５　工事種目

 ６　そ の 他

工事竣工後速やかに係員の指示により下記の書類を提出すること

竣 工 図　黒表紙製本　　部　　ﾏｲｸﾛ写真及ﾌｲﾙﾑ　　部

工事写真　工程写真　　　部　　竣　工　写　真　　部

 1.共通仕様 設計図及本仕様書に記載されていない事項はすべて

国土交通省大臣官房官庁営繕部公共建築工事機械設備工事共通仕様書

種別 項　　　　目 特　　　記　　　事　　　項

共

通

事

項

１

２

３

４

５

・機 材 機 器

工事用動力水等

測 定 表

施 工 図

尚工事施工上生ずる諸官庁手続は請負者が代行し完了する

係員の指示により配管製作物の施工図を提出する

１

２

空

調

冷

暖

房

設

備

方 式

機 器

管 材

風 導

弁 類

伸 手縮 継

防 振 継 手

温

計 装

○給排式暖房機○床暖房（ﾊﾟﾈﾙ､ﾊﾟｲﾌﾟﾋｰﾃｨﾝｸﾞ)

○低速○高速

○鉄板製○角○丸○ｽﾊﾟｲﾗﾙ

○塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管○石綿塩ビ２層管

○ｽﾘｰﾌﾞ式（○ﾀﾞﾌﾞﾙ○ｼﾝｸﾞﾙ）

○ﾍﾞﾛｰｽﾞ式（○ﾀﾞﾌﾞﾙ○ｼﾝｸﾞﾙ）○ﾀｺﾍﾞﾝﾄﾞ式

○ｺﾞﾑ製○ｽﾃﾝﾚｽ製○銅製

機器は図内機器表による

記録器具　電気設備工事共通仕様書に依る

放 熱 器

３

４

５

７

８

９

保

熱 源

そ の 他

耐火処理を行うこと。

図面機器表による

６

給

油

設

備

換

気

設

備

１

２

１

種 類

機 器

方 式

○Ａ重油○Ｂ重油○灯油

管 材

弁 類

○被覆銅管

○ﾀﾞｸﾀｲﾙ製１０kg/cm 仕切弁

３

４

５

油 タ ン ク ○市販品(○490○980)○地下埋設（○二重殻○ﾋﾟｯﾄ式)

○配管用炭素鋼管（黒）○同（白）

６ そ の 他 ｵｲﾙﾀﾝｸ容量は､敷地形状､住戸数による｡

図面機器表による

　又、可燃物から10cm未満の部分はすべてRW50t巻とする

２

３

風 導

防 熱露 断

４ 外 壁 ﾌ ﾄﾞ－

５ 制 気 口

６ そ の 他

設備工事に必要な動力、水、照明費は請負者の負担とする

特記仕様書－２管材表参照

設備外工事

防火区画貫通部は、国土交通大臣の認定を受けた

　　　　　　100φの場合ｶﾞｽ湯沸器と同じ。

設 備 別 仕 様

断熱材として評定

（財団法人日本消防設備安全ｾﾝﾀ-　性能評定所　評12-053号平成12年8月24日）

 3.特記仕様 本仕様は下記に依り適用する

依る。

 2.公共建築工事に記載されていない事項は10-4 CUBE工法仕様書に

ｲ　工事種目は●印を付けたもの

ﾛ　工事項目は○印を付けたもの

ﾊ　特記事項は●印を付けたもの

工事仕様

給 水 設 備

排 水 設 備

給 湯 設 備 屋外部分外装

11

12

10

○ｶﾞｽ湯沸器：全てｾﾗｶﾊﾞｰ20tとする。

○給排気筒はSUS製板厚0.3mm以上とする

2

１ 式空 調 換 気 設 備

●空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ○ｶﾞｽｴﾝｼﾞﾝﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ○冷水○温水○温風

●電気○ガス(○都市ガス○ＬＰＧ)○灯油○蒸気

●冷媒管、ドレン管：耐熱パイプカバー

型　　式　●電気式○空気式○電子型式

測定対象　●温度○湿度

●低 速　○高 速

○塩化ﾋﾞﾆｰﾙ管○石綿塩ビ２層管●ｱﾙﾐﾌﾚｷﾀﾞｸﾄ

●台所換気：150φ以上の場合ｾﾗｶﾊﾞｰ20t巻きとする。

○ｱﾙﾐ製1.2㎜以上●ｽﾃﾝﾚｽ製○鋼板製

給気－●防虫網●ガラリ○防音

排気－○防虫網●ガラリ○防音

●ｾﾗｶﾊﾞ-S20mm 不燃 NM-8505

 １　工事概要

●２４時間換気方式(○第１種○第２種●第３種)

別紙参照

○自然換気●強制換気(〇第１種○第２種●第３種)

〇亜鉛鉄板製○角○丸●ｽﾊﾟｲﾗﾙ○ｽﾃﾝﾚｽ●GWﾀﾞｸﾄ

〇給気ﾀﾞｸﾄ：全てGW25t巻きとする。

〇一般換気：外壁又は共用部より1.5m迄GW25t+亀甲金網巻とする。

共同住宅

（平成　　年度）同機械設備工事標準図（平成　　年度）に依る２８ ２８

○電気ﾋｰﾀｰ○ﾌｧﾝｺﾝﾍﾞｸﾀｰ●エアコン(○天井カセット　○床置き)

○ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ　●ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ

●天井換気扇●浴室暖房乾燥換気扇(●電気○温水)

●レンジフードファン〇中間ダクトファン(○消音○耐湿)

○樹脂製〇ｱﾙﾐ製○ｽﾃﾝﾚｽ製○鋼板製

○ﾌｨﾙﾀｰ付○風量調節機構付○消音

●直結式○直結増圧式○高架水槽○圧力ﾀﾝｸ式○井戸

〇直結式 ○揚水加圧式 〇湿式 ○乾式

N S
M-01

機械設備特記仕様書

（仮称）〇〇　〇〇様　共同住宅新築工事

係員の指示により換気風量、空調温度の測定表を提出する

●電気一次側配線●機械基礎●改め口○鉄筋補強

ＪＩＳ（○５kg/cm●１０kg/cm）●仕切弁○玉形弁

●青銅製○鋳鉄製

（ 仮 称 ） 〇 〇 　 〇 〇 子 様 　 共 同 住 宅 新 築 工 事



作成
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工事名称

図面名称

管種

隙間部分モルタル充填

※他メーカー同等品を使用する場合は監理者へ確認すること

●　鋼管類による防火区画貫通部参考図

貫通部において保温が必要な場合。

はみだし5mm以下

架橋ポリエチレン管
サヤ管（ＣＤ管）

防火区画キット(フィブロック)

国土交通大臣認定品

(PS060WL-0065)

※他メーカー同等品を使用する場合は監理者へ確認すること

防火区画キット(フィブロック)
国土交通省認定番号
(床:PS060 FL-0185）
(壁:PS060 WL-0196）

冷媒管（保温材付き）

無収縮モルタル穴埋め又は、
ＲＷ保温材充填

貫通部において保温が必要無い場合。

鋼管類（但し、防食テープ巻とする）

支持金物

床

壁

ガス管の場合
軟質塩化ビニルライニングガス用
ステンレス鋼フレキシブル管
国土交通大臣認定品
(PS060WL-9318)

無収縮モルタル穴埋め

ＲＷ保温材

鋼管類

支持金物

壁

壁

支持金物

無収縮モルタル穴埋め又は、
ＲＷ保温材充填

鋼管類（但し、防食テープ巻とする）

支持金物

床

ＲＷ保温材

無収縮モルタル穴埋め

鋼管類

●　排水・通気管防火区画貫通部(塩化ビニル管)参考図

防火区画貫通部から１ｍ以内は
配管を不燃材料とする。
（耐火二層管PS060WL-0063)

モルタル等の不燃材料で
充填する700

1,
00
0 1,000

30
0

防火区画貫通部から１ｍ以内は

モルタル等の不燃材料で

配管を不燃材料とする。
（耐火二層管PS060FL-0389)

充填する

1,
00

0
1,

00
0

排水・通気管

給水管

構造区分
(肉厚6.6mm以上) (肉厚7.0mm以上)(肉厚6.6mm以上)

おおいの
無い場合

0.5mm以上の
鉄板の覆い
のある場合

防火区画を貫通できる硬質塩化ビニル管管径(建設省告示第3183号)

１１５ｍｍ以下 １１５ｍｍ以下 １４１ｍｍ以下

１１５ｍｍ以下 １１５ｍｍ以下 １４１ｍｍ以下

１１５ｍｍ以下 １１５ｍｍ以下

（１００Ａ） （１００Ａ） （１２５Ａ）

（１００Ａ） （１００Ａ） （１２５Ａ）

（１００Ａ） （１００Ａ）
９０ｍｍ以下
（７５Ａ）

９０ｍｍ以下 ６１ｍｍ以下 ９０ｍｍ以下
（７５Ａ）（５０Ａ）（７５Ａ）

防火構造

３０分耐火構造

１時間耐火構造

２時間耐火構造

●　給水管・給湯管防火区画貫通部参考図（壁） ●　冷媒管防火区画貫通部参考図

防露が必要な場合はＲＷ充填

亜鉛鉄板スパイラルダクト

１）Ｄ：吐水口の内径[mm]　　Ｄ’：有効開口の内径[mm]

２）吐水工の断面が長方形の場合は長辺をＤとする。

３）あふれ縁より少しでも高い壁が有る場合は近接壁とみなし、近接壁１面、２面の数値による。

４）吐水口端面があふれ面に対して平行でない場合は、吐水口端の最下端と衛生器具・あふれ縁との空間を吐水口空間とする。

●　ダクト区画貫通部参考図

１.５ｍｍ以上の鉄板又は、金網モルタル等で被覆した短管とする。

防
火
区
画

無収縮モルタル材充填
難燃性プチルゴム巻

ダクト施工後外壁内側断熱を行う
コーキング

外壁防水処理

セルフード（ＳＵＳ焼付塗装）

三角コーキング

（参考型番 DK 150FGAS）

ＦＤヒューズ交換可能（外付タイプ）
国土交通省仕様

25
0

シリコンシーラント材
保温材（セラカバー）

断熱欠損ないよう外壁面より施工する

平鋼(短管に溶接)

先行配管とし、断熱をする事（ｳﾚﾀﾝ吹付前）
壁

ＦＤヒューズ交換可能（外付タイプ）

点検口450× 450以上
国土交通省仕様

防露が必要ない場合は防食テープ巻モルタル充填

●　吐水口空間解説図
吐水口

壁からの離れ

吐水口

※壁からの離れは狭い方をとる

壁からの離れ

近接壁２面

近接壁１面

１　吐水口の内径Ｄ

２　こま押さえ部分の内径

３　給水栓の接続管の内径

以上三つの内径のうち

最小内径を有効開口の内径

Ｄ’として表す。

２

壁
か
ら
の
離
れ

吐水口空間

１

３

壁

（Ａ）吐水口空間と有効開口の内径 （Ｂ）吐水口の壁からの離れ

（Ｃ）吐水口空間と有効開口の内径 （Ｄ）吐水口の壁からの離れ

壁からの離れ

壁

Ｄ'：有効開口の内径[ｍｍ]

（２.５Ｄ'＋４０）ｍｍ

近接壁の影響が有る場合
近接壁の影響

が無い場合

1.7D'+5

近接壁１面の場合 近接壁２面の場合

壁からの離れ 壁からの離れ

3D以下
5Dを越える

5D以下

3Dを越え

もの
4D以下

4Dを越え 6Dを越え 7Dを越える

6D以下 7D以下 もの

1.7D'+53.0D' 2.0D'+5 3.5D' 3.0D' 2.0D'+5 1.7D'+5

壁からの離れ

機 械 設 備 特 記 仕 様 書 （ ２ ）

品名

樹脂管タイプ

耐火プラグＳ

脚部継手用断熱シート

耐火テープ 給水・給湯タ
イプ

耐火テープ排水タイプ

耐火テープＬ

集合管閉塞キット

区分

国土

消防

国土

消防

国土

消防

国土

消防

国土

消防

国土

国土

消防

国土

国土

消防

国土

消防

国土

消防

国土

消防

国土

消防

国土

消防

国土

消防

国土

国土

消防

消防

国土

貫通部

壁

壁

床

壁

床

壁

床

壁

床

床

壁

床・壁

床

壁

壁

床

壁

床

床・壁

床

認定番号／評定番号

耐火スライドスリーブさや
管・ケーブルタイプ

耐火スライドスリーブ被覆

給排水管用区画貫通耐火処理一覧（因幡電工参考）

PS060WL-0249： 壁
PS060WL-0353： 壁
KK19-009： 壁（共住）
KK19-131： 壁（共住）

PS060WL-0353： 壁

KK19-131： 壁（共住）

PS060FL-0552： 床（RC・ALC）
PS060FL-0690： 床（RC・ALC）
KK23-013： 床（RC・ALC）
KK25-009： 床（RC・ALC）
PS060FL-0614： 中空床
PS060WL-0553： 壁(RC・ALC）
PS060WL-0691： 壁(RC・ALC）
KK23-014： 壁(RC・ALC）
KK25-010： 壁(RC・ALC）

PS060WL-0673： 中空壁

KK21-012： 中空壁
KK25-011： 中空壁

PS060WL-0519： 片壁

PS060FL-0432： 床
PS060FL-0480： 床（鋳鉄製集合管モルタル埋め戻し）

PS060FL-0629： 床（鋳鉄製集合管[ヒートメルサイ

PS060FL-0440： 床（耐火二層集合管）
PS060FL-0601： 中空床
PS060FL-0861： 床
PS060WL-0434： 壁（一枚壁）
PS060WL-0608： 壁・中空壁

KK20-026： 床（共住）

KK20-027： 壁（共住）
KK20-028： 中空壁（共住）

PS060FL-0820： 床

PS060FL-0681： 床（開口部円形）

KK19-018： 床（開口部円形/共住）
KK19-024： 床（開口部円形/共住）

PS060WL-0680： 床（開口部円形・矩形）

KK19-023： 床（開口部円形/共住）
KK19-025： 床（開口部円形/共住）
KK19-019： 床（開口部円形/共住）

PS060WL-0679： 中空壁（開口部円形）

KK19-022： 中空壁（供住）

PS060WL-0633： 片壁（開口部円形）

KK19-020： 床・壁（サブウェイ工法/共住）

PS060FL-0328： 床（RC・ALC）
PS060FL-0351： 床（RC）
KK19-137： 床（共住）
RK19-038： 床（令８）
RK19-039： 床（令８）
PS060WL-0339： 壁(RC・ALC）
PS060WL-0350： 壁(RC・ALC）

KK19-138： 壁（共住）

PS060WL-0340： 壁（RC）

KK19-139： 壁（共住）

PS060WL-0386： 中空壁

PS060WL-0822： 壁

PS060FL-0823： 床

KK27-020： 壁

KK27-019： 床

KK28-007： 床・壁
KK28-008： 床・壁
PS060FL-0840： 床
PS060FL-0854： 床

レンス]巻きモルタル埋め戻し）

直管用パイプカバー

N S
M-02

（ 仮 称 ） 〇 〇 　 〇 〇 子 様 　 共 同 住 宅 新 築 工 事


